

























































































































































































　服部文男先生は、1923 年６月 28 日（木）午前９時、大阪府堺市の大島仲太郎（母方の祖父）
宅で服部英太郎・美代夫妻の一人っ子として生まれ、2007 年 12 月 30 日（日）仙台市の東北大
学医学部付属病院に入院中に逝去された。享年 84 歳と６か月である。［このように曜日がすぐ
分かるのは、文男先生から生前頂いた手作りの万年暦のお蔭である。因みに生年 1923 年の９
月１日（土）関東大震災。昨年 2011 年３月 11 日（金）東日本大震災 etc.］
　私が最初に文男先生とお会いしたのは、1962 年４月、東北大学川内分校（教養部）で受講
した経済学部２年次専門科目「ドイツ語経済書講読」の授業で、テキストは Karl Marx, 
Lohnarbeit und Kapital であった。最後に先生とお会いしたのは亡くなられる２日前、2007 年
12 月 28 日、大村 泉氏（東北大学経済学部教授。服部遺文庫引き渡しの服部門下側責任者）と
共に入院中の大学病院に御見舞した時で、ご家族の付き添いの下、先生は酸素マスクをしたま
